
別紙様式２ 

 

生産行程管理業務規程 

 

（作成日）平成 30年 11月 12日 

（更新日）令和４年 ４月 １日 

 

１ 作成者 

住所（フリガナ）：（〒０４３－０１０２）北海道
ホッカイドウ

爾志郡
ニ シ グ ン

乙部町
オトベチョウ

字
アザ

元町
モトマチ

520番地 

名称（フリガナ）：ひやま漁業
ギョギョウ

協同
キョウドウ

組合
クミアイ

 

  代表者（管理人）の氏名：代
ダイ

表
ヒョウ

理事
リ ジ

組合長
クミアイチョウ

 工藤
ク ド ウ

 幸
ユキ

博
ヒロ

 

ウェブサイトのアドレス： 

 

２ 農林水産物等の区分 

  区分名：第７類 水産加工品類 

  区分に属する農林水産物等：加工魚介類（干しなまこ） 

 

３ 農林水産物等の名称 

  名称（フリガナ）：檜山海参（ヒヤマハイシェン）、Hiyama Haishen、 

 

４ 明細書の変更 

  生産者団体であるひやま漁業協同組合（以下「ひやま漁協」という）は、法第１６

条第１項の変更の登録を受けたときは、当該変更の登録に係る明細書の変更を行うも

のとする。 

 

５ 明細書適合性の確認 

（１） ひやま漁協は、その職員の中から生産行程管理者を置く。生産行程管理者は、

生産業者（生産業者によるグループ協業体を含む。以下同じ。）から製造の記録

となる「檜山海参加工日誌」(参考様式１、以下同じ。)及び「檜山海参加工月報」

（参考様式２、以下同じ。）を翌月 10日までに提出させ、その内容を確認すると

ともに毎月実施する巡回確認及び三か月毎に行う製品品質確認検査を行うこと

により、明細書の生産方法に記載された各基準（以下「生産基準」という。）を

遵守して生産していることを確認し、「検査報告書」（参考様式３（その１）、製

品品質確認検査の実施月にあっては参考様式（その２）も添付、以下同じ。）に

よりひやま漁協組合長に報告する。 

 



（２） 生産業者は、ひやま漁協が発行した納入伝票（魚種名、採取方法、重量を明記

されていること。）を適切に保管し、生産行程管理者の求めに応じ示せるように

しておく。  

（３）（１）の確認等において、生産業者が生産基準を遵守しないで生産していること

が疑われた場合には、生産行程管理者は臨時の現地確認調査を行い、確認結果を「現

地確認・指導状況報告書」（参考様式４、以下同じ。）にとりまとめの上、すみやか

にひやま漁協組合長に報告する。 

 

６ 明細書適合性の指導  

（１）ひやま漁協は、５（１）の確認時において、生産基準のいずれかを満たしていな

いと疑われる場合には、当該生産業者に対して警告を発し、是正を求める。なお、

警告を受けたにもかかわらずこれに従わない場合には、ひやま漁協は、是正される

までの間、当該生産業者の生産する干しなまこを「檜山海参」として出荷させない

こととする。生産行程管理者は、これらの指導及びその結果を「現地確認・指導状

況報告書」に記録する。 

 

（２）ひやま漁協は、年に一回以上、生産業者に対し、講習会等の機会を設け、生産基

準を遵守するよう指導する。 

 

７ 地理的表示等の使用の確認 

（１）生産行程管理者は、５（１）の確認時において、生産基準をいずれも満たした干

しなまこについてのみ「檜山海参」及びＧＩマークが使用されているかを確認する。

この際、地理的表示である「檜山海参」及びＧＩマークを使用している者及びこれ

らの使用がされているもの（例えば、出荷用の化粧箱や紙箱など）についても確認

し、毎月末までに「検査報告書」をひやま漁協組合長に報告する。 

 

（２）また、（１）の確認において、以下の干しなまこが含まれていないことも確認す

る。 

ア 生産基準のいずれかを満たしていない干しなまこであるにもかかわらず、地理的

表示である「檜山海参」及びＧＩマークが使用されている干しなまこ 

 イ 地理的表示である「檜山海参」のみが使用されている干しなまこ 

 ウ ＧＩマークのみが使用されている干しなまこ 

 エ 地理的表示である「檜山海参」に類似する表示又はＧＩマークに類似する標章が

使用されている干しなまこ 

 

８ 地理的表示等の使用の指導 

（１）ひやま漁協は、７において不適正な表示が確認された場合、当該表示を行った生

産業者に対し警告を発し、是正を求めるとともに、是正されるまでの間、当該生産

業者が生産する干しなまこを「檜山海参」として出荷させないこととする。なお、

警告を受けたにもかかわらずこれに従わない場合には、ひやま漁協は、定款に基づ



き、当該生産業者の除名等を行うことができる。生産行程管理者は、これらの指導

及びその結果を「現地確認・指導状況確認書」に記録する。  

ア 生産基準のいずれかを満たしていない干しなまこであるにもかかわらず、地理的

表示である「檜山海参」及びＧＩマークが使用されている場合 

 イ 地理的表示である「檜山海参」のみが使用されている場合 

 ウ ＧＩマークのみが使用されている場合 

 エ 地理的表示である「檜山海参」に類似する表示又はＧＩマークに類似する標章が

使用されている場合 

 

（２）ひやま漁協は、６（２）に記載の講習会等の機会において、生産業者に対し、適

正な地理的表示等について遵守するよう指導する。 

 

９ 実績報告書の作成等 

  ひやま漁協は、１月１日から１２月３１日までを一年度として、年度終了後１か月

以内に、以下の書類を作成し、農林水産大臣に提出するものとする。 

 

（１）審査要領別添５「生産行程管理業務審査基準」別紙により作成した生産行程管理

業務実績報告書 

 

（２）生産行程管理業務の対応実績が分かる資料として、「検査報告書」及び「現地確

認・指導状況報告書」 

 

（３）提出時における最新の明細書 

 

（４）提出時における最新の生産行程管理業務規程 

 

10 実績報告書等の保存 

  ひやま漁協は、前記９（２）において提出した資料に加えて（１）についてはひや

ま漁協の事務所に、（２）については生産業者にその提出の日から５年間、保存する

ものとする。 

（１）「檜山海参加工日誌」及び「檜山海参加工月報」 

 

（２）ひやま漁協の発行した納入伝票 

 

11 連絡先 

  住所又は居所：（  

 

  

 

 
















